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２
月
３
日
、
荒
馬
の
里
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
経

済
産
業
省
と
青
森
県
の
主
催
に
よ
る
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
意

見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

｢

温
暖
化
時
代
の
暮
ら
し
方
〜
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
を

考
え
る｣

と
題
し
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
神
津
カ
ン
ナ
氏
が
特

別
講
演
を
行
い
、
当
日
は
地
区
総
代
、
町
議
会
議
員
、
連
合

婦
人
会
、
大
川
平
婦
人
会
会
員
な
ど
約
70
人
の
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
。

神
津
氏
は
、｢

地
球
気
温
は
最
悪
６
・
４
度
上
昇
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
人
間
の
暮
ら
し
は
ど
う
な
る

の
か
、
温
暖
化
を
阻
止
す
る
た
め
に
我
々
に
で
き
る
こ
と
は

な
に
か｣

を
中
心
に
講
演
し
ま
し
た
。

時
折
、
家
族
の
話
な
ど
を
交
え
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の

講
演
に
、
参
加
し
た
町
民
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中

で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

特
別
講
演
の
後
は
、
主
催

者
側
か
ら
原
燃
サ
イ
ク
ル
の

必
要
性
や
原
燃
サ
イ
ク
ル
事

業
の
現
状
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
青
森
県
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
出
席
者
と
の
自

由
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

参
加
者
か
ら
は
、
原
子
力
施

設
の
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て

の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

��

����������������������

�������	
��
����

������� !"#$%&�

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

平
成
元
年
に
３
つ
子
と
し
て
大
川
平
地
区
に
誕
生
し
た
高
桑
健
さ
ん
・
大

さ
ん
・
光
さ
ん
の
兄
弟
が
、
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
人
と
し

て
の
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

ご
両
親
と
祖
母
の
う
め
さ
ん
は
、
障
害
を
抱
え
て
誕
生
し
た
３
兄
弟
が
、

高
校
を
卒
業
し
て
そ
ろ
っ
て
就
職
で
き
た
こ
と
を
大
変
喜
び
、
こ
れ
も
近
所

の
方
々
や
親
類
の
温
か
い
手
助
け
、
そ
し
て
行
政
の
お
力
添
え
に
よ
る
も
の

と
深
く
感
謝
し
て
お
り
、
そ
の
気
持
ち
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い

と
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

大
さ
ん
は
青
北
高
今
別
校
舎
を
平
成
20
年
３
月
に
卒
業
し
、
愛
知
県
の
キ

ム
ラ
ユ
ニ
テ
ィ
と
い
う
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
部
品
の
梱
包
、
配
送
を
す
る
会
社

に
就
職
し
ま
し
た
。

光
さ
ん
は
平
成
20
年
３
月
に
青
森
県
立
第
一
高
等
養
護
学
校
を
卒
業
し
、

六
ケ
所
村
に
あ
る
日
本
原
燃
株
式
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。

車
椅
子
生
活
の
健
さ
ん
は
、
青
森
県
立
第
一
高
等
養
護
学
校
を
卒
業
後
専

門
学
校
で
学
び
、
平
成
21
年
９
月
に
卒
業
、
東
京
都
多
摩
市
に
あ
る
東
京
海

上
日
動
シ
ス
テ
ム
ズ
に
就
職
し
ま
し
た
。
健
さ
ん
は
ア
パ
ー
ト
を
車
椅
子
で

生
活
で
き
る
よ
う
改
修
し
、
国
立
市
の
ア
パ
ー
ト
か
ら
会
社
ま
で
、
往
復
２

時
間
か
け
て
電
車
等
を
乗
り
継
い
で
通
勤
し
て
い
ま
す
。

ご
両
親
の
久
志
さ
ん
と
夢
子
さ
ん
は
健

さ
ん
の
住
む
ア
パ
ー
ト
を
探
す
た
め
に
何

度
も
東
京
に
通
い
、
よ
う
や
く
車
椅
子
で

生
活
で
き
る
と
こ
ろ
を
探
し
当
て
た
話
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
の
お
正
月
に
大
川
平
の
実
家
に
帰

省
し
た
時
、
健
さ
ん
は
大
さ
ん
、
光
さ
ん

よ
り
も
早
く
実
家
を
発
つ
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ど
う
し
て
か
と
祖
母
の
う
め
さ
ん

が
健
さ
ん
に
尋
ね
る
と

｢

早
く
帰
っ
て
、

部
屋
の
掃
除
と
毎
日
着
る
Ｙ
シ
ャ
ツ
に
ア

イ
ロ
ン
が
け
を
す
る
た
め｣

と
答
え
ま
し

た
。
そ
れ
を
聞
い
た
う
め
さ
ん
は
、
人
を

頼
ら
ず
何
で
も
自
分
で
や
ろ
う
と
す
る
健

さ
ん
の
姿
勢
に
胸
を
熱
く
し
た
そ
う
で
す
。

ご
両
親
は
、
こ
れ
ま
で
の
３
つ
子
の
子

育
て
の
苦
労
は
忘
れ
た
と
言
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
３
人
が
無
事
に
就
職
し
て
社
会
人

と
な
っ
た
こ
と
が
う
れ
し
く
、
こ
れ
ま
で

の
苦
労
も
吹
き
と
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
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今
別
町
消
防
団

(

相
内
亮
一

団
長)

に
よ
る
平
成
22
年
鎮
火

祭
が
、
２
月
７
日
今
別
八
幡
宮

に
お
い
て
行
わ
れ
、
小
鹿
町
長

や
相
内
消
防
団
長
、
各
分
団
長
、

来
賓
各
位
が
参
加
し
て
、
今
年

１
年
の
無
火
災
、
無
事
故
を
祈

願
し
ま
し
た
。

小
鹿
町
長
か
ら

｢

火
災
ゼ
ロ

の
町
を
目
指
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
防
火
意
識
の
徹

底
を
望
み
ま
す
。｣

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
続
い
て
相
内

団
長
か
ら
の
訓
示
に
、
町
消
防
団
幹
部
は
防
火
・
防
災

へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
消
防
団
幹
部
が
各
分
団
屯
所
へ
出
向
い

て
検
閲
を
行
い
ま
し
た
。
相
内
団
長
は

｢

火
災
や
災
害

に
備
え
て
、
日
頃
か
ら
万
全
な
態
勢
を
整
え
て
い
た
だ

き
た
い｣

と
団
員
の
士
気
を
高
め
ま
し
た
。
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今
別
小
学
校
の
５
年
生
は
、
５
月
に
田
植
え
を
し
10
月
に
収

穫
し
た
お
米
で
餅
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。

体
育
館
に
２
つ
の
ウ
ス
を
準
備
し
、｢

よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ｣

の
掛
け
声
と
と
も
に
キ
ネ
を
振
り
下
ろ
し
て
い
ま
し
た
。

｢

初
め
て
で
は
な
い
。
保
育
園
で
も
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
。｣

と
い
い
な
が
ら
も
、
ウ
ス
の
端
を
叩
い
て
し
ま
っ
た
り
、
笑
い

声
も
響
く
楽
し
い
餅
つ
き
で
し
た
。

つ
き
上
が
っ
た
餅
は
女
子
児
童
が
丸
め
て
い
き
ま
す
。
全
校

児
童
に
紅
白
の
お
餅
を
食
べ
て
も
ら
う
た
め
、
心
を
こ
め
て
丸

め
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
５
年
生
の
児
童
た
ち
は
、
応
援
に
駆
け
付
け
た
お

母
さ
ん
た
ち
と
、
納
豆
も
ち
、
の
り
巻
き
も
ち
、
き
な
こ
も
ち
、

チ
ー
ズ
も
ち
と
い
ろ
い
ろ
な
味
の
お
餅
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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平
成
21
年
度
末
の
北
海
道
新
幹
線
青
森
県
側

の
工
事
進
捗
状
況
は
、
工
事
延
長
44
㎞

(

共
用

区
間
15
㎞
・
新
設
区
間
29
㎞)

の
う
ち
、
ト
ン

ネ
ル
部
分
約
５
・
７
㎞
、
高
架
等
約
６
・
５
㎞

が
発
注
さ
れ
順
調
に
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
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津
軽
今
別
駅
を
利
用
し
、
グ
ル
ー

プ
等
で
旅
行
さ
れ
る
場
合
は
、
旅
行

一
ケ
月
前
に
行
程
が
決
定
し
８
名
以

上
で
申
し
込
ん
だ
と
き
は
、
特
急
列

車
を
津
軽
今
別
駅
で
臨
時
停
車
の
う

え
乗
降
で
き
ま
す
。

ま
た
、
通
常
ダ
イ
ヤ
停
車
利
用
時

の
北
海
道
旅
行
の
際
で
も
乗
車
券
、

特
急
券
、
指
定
券
が
購
入
で
き
ま
す
。

(

利
用
一
ケ
月
前)

詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
今
別
管

理
室

(

Ｔ
Ｅ
Ｌ
35－

３
６
８
８)

ま

た
は
町
総
務
課
新
幹
線
対
策
担
当

(

35－

２
０
０
１)

ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

①

乗
車
券
、
特
急
券
購
入
は
一
ケ

月
前

②

購
入
は
現
金
で
の
支
払
い

③

臨
時
停
車
乗
降
は
８
名
以
上
の

グ
ル
ー
プ
で

④

申
込
手
続
き
は
、
グ
ル
ー
プ
代

表
者
を
明
記
し
た
旅
行
行
程
表
を

提
出

今
別
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の

｢

ふ
れ
あ

い
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会｣

が
、
１
月
22
日
今
別

中
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
町
内
老
人
ク
ラ
ブ
や
か
も
め
共
同

作
業
所
、
今
別
中
１
・
２
年
生
な
ど
が
参
加
し

８
種
目
の
競
技
を
行
い
、
外
の
寒
気
を
も
の
と

も
せ
ず
、
熱
気
と
笑
い
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
】

�
�

�

か
も
め
共
同
作
業
所

�
�
�
�

明
和
会
老
人
ク
ラ
ブ(

山
崎)

�
�
�
�

町
身
体
障
害
者
福
祉
会

	


�
�

太
田

昭
七

	


�
�

工
藤
ゆ
か
子

	
�
�
�

吉
田

清
志
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今
別
町
連
合
婦
人
会

(

山
内
和
子
会
長)

主
催
の
第
20
回
婦
人
芸
能
祭
が

２
月
11
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
２
５
０
人
余
り

の
観
客
が
訪
れ
、
会
場
は
笑
い
と
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

20
周
年
を
迎
え
た
今
回
は
、
三
�
婦
人
会
の
ほ
か
蓬
田
村
か
ら
の
出
演
も

あ
り
、
さ
ら
に
詩
吟
や
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
司
会
の

�
黒
石
な
な
こ
�(

澤
田
ひ
ろ
子)

さ

ん
の
ト
ー
ク
も
さ
え
わ
た
り
、
出
演
者

の
芸
を
一
層
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。

昼
食
時
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
の

｢

ト
ン

汁｣

が
飛
ぶ
よ
う
に
出
回
り
ま
し
た
。
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２
月
14
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

35
名
が
参
加
し
親
子
で
津
軽
金
山
焼
き
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

講
師
は
青
森
県
梵
珠
少
年
自
然
の
家
の

太
田
平
一
郎
さ
ん
が
務
め
、
初
め
て
の
陶

芸
体
験
に
み
ん
な
悪
戦
苦
闘
で
す
。

参
加
者
は
４
〜
５
人
の
班
に
分
か
れ
、

粘
土
を
こ
ね
て
思
い
思
い
の
形
を
作
り

｢

マ
グ
カ
ッ
プ｣

、｢

花
び
ん｣

、｢

小
物
入

れ｣

、｢

灰
皿｣

な
ど
の
作
品
が
で
き
ま
し

た
。時

間
を
か
け
て
自
然
乾
燥
さ
せ
、
高
温

で
２
回
焼
き
上
げ
る
た
め
完
成
ま
で
に
は

２
〜
３
ケ
月
か
か
り
ま
す
。
参
加
者
は
創

作
活
動
の
喜
び
を
存
分
に
味
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
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２
月
５
日
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
今
別
町

社
会
福
祉
協
議
会

(

太
田
邦
彦
会
長)

主
催
の
第

28
回
今
別
町
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
約
１
５
０
人
の
参
加
者
が
あ
り
、
午

前
中
は
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
午
後
は
大
会
記
念
映

画

｢

い
の
ち
の
作
法｣

が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
、
昭
和
30
年
代
に
全
国
に
先
駆
け

て
老
人
医
療
費
の
無
償
化
と
乳
児
死
亡
率
ゼ
ロ
を

達
成
し
た
岩
手
県
西
和
賀
町

(

旧
沢
内
村)

を
舞

台
に
し
た
作
品
で
す
。

映
画
を
見
た
参
加
者
は
、｢

命
の
大
切
さ
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
沢
内
村
の
人
々
の
心
温

ま
る
優
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。｣

と
感
想
を
寄

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
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表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。(

敬
称
略)

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

(

社
協
役
員)

横
岡

亘

(

福
祉
団
体)

木
村

清
次

村
川

勝
雄

(

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

嶋
中
久
美
子

木
村
ユ
キ
子

山
崎

幸
江

(

顕
彰
状)

故

本
郷

孔
�

(

浄
財
寄
付)

中
島
ケ
イ
子

小
鹿

由
正

今
別
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

(

社
会
奉
仕)

つ
が
る
海
峡
ち
ゃ
か
親
童
北
天
舞
悠

今
別
郵
便
局

�
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#
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$
%
&
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蝦
名

正
一
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当町では優秀な人材育成を願って､ 経済的理由により就学が困難な方に対し奨学金の
貸与を行っています｡
� ���	

ア) 今別町に居住する者の子弟であること｡
イ) 平成22年４月より､ 高校・大学・短大・高専・各種専門学校に入学する方､ 又は

在学中の方｡ (但し､ 通信教育・大学院・放送大学・自治医科大・防衛大・海上
保安大に入学する方は除く)


 ����
����

ア) 奨学金の額は､ 高校 (月額15,000円) ・大学等 (月額30,000円) とする｡
イ) 貸与期間は､ 在学する学校の正規の就学期間とする｡
※奨学生が休学､ 退学､ その他奨学生として不適当と認められる事由により､ 貸与の
停止または契約の解除をした場合は支給が停止されます｡

� ����

高校５人以内､ 大学等５人以内
� ����

ア) 奨学金は無利子です｡
イ) 奨学金の返還は､ 卒業の月の１年後から受給期間の２倍の月数で返還する｡

� ����

申請書類等は､ 今別町教育委員会に備えてあります｡
� � ��

平成22年４月１日から平成22年４月15日まで
! "#$%&'

平成22年４月中に通知します｡
( � )�
*+,-.,/012

今別町教育委員会 電話３５－２１５７
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人事院では､ 次のとおり国家公務員採用試験を実
施します｡

なお､ 申込用紙の請求書や受験資格等の詳しい内
容については､ 人事院ホームページまたは下記にお
問い合わせください｡
3-.,/014

人事院東北事務局 第二課 試験係
TEL ０２２－２２１－２０２２
人事院ホームページ
【http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm】
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Ⅰ種試験
(大学卒業

程度)

４月１日(木)～４月３日(土)
(インターネットによる受付期間)
４月１日(木)～４月８日(木)
(郵便による受付期間)

５月２日
(日)

Ⅱ種試験
(大学卒業

程度)

４月10日(土)～４月14日(水)
(インターネットによる受付期間)
４月12日(月)～４月21日(水)
(郵便による受付期間)

６月20日
(日)

Ⅲ種試験
(高校卒業

程度)
６月22日(火)～６月29日(火) ９月５日(日)
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平成22年４月から肝臓機能障害が身体障害者手帳
の障害として認定されることになりました｡
★対象者：認定基準に該当する肝臓機能障害のある方
★身体障害者手帳の認定を受けることにより､ 税の
減免や重度障害者の場合は医療費助成などの福祉
サービスの対象となります｡
★手続き：役場町民福祉課福祉担当へ必要書類を添
えて申請してください｡
3-.,/014

役場 町民福祉課 福祉担当 ３５－３００４
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ご指定の金融機関の預貯金口座から自動的に引き
落とされる確実で便利な振替納税をぜひご利用くだ
さい｡
������������

・申告所得税・・・・・・・・４月22日(木)
・消費税及び地方消費税・・・４月27日(火)
※ 振替納税を利用しない場合は､ ご自分で納付書
を記入のうえ､ 金融機関 (銀行､ 郵便局等) また
は税務署の窓口で納付してください｡
※ 期限を過ぎて申告すると振替納税や延納制度が
利用できなくなるほか､ 加算税がかかる場合があ
ります｡
※ 納付が遅れると延納税がかかる場合があります｡
3-.,/014

青森税務署 TEL 017－776－4241
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����	
��
����は､ 平成22年３月31日
(水) までに役場町民福祉課福祉担当へ接種費用の助成
申請をして下さい｡
申請の際は､ 領収書､ 新型インフルエンザ予防接種済

証､ 印鑑と金融機関の口座番号がわかるものを持参して下
さい｡
��������役場町民福祉課 福祉担当 ３５－３００４

��������	
���
���
�����������

�����������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�����������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�

�
�

�
�

�
	



�

�
�

�
�

�
�

�
	



�

�

������� �!"#�$%&�'�(�)*+,-./�0�12-3�45678

9!:8�$;,���<=�>?�@!AB=$CD=$%E*�6

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

!
�
"
#
�
$
%
�
�
&
'
�
(

)
*
�
+
,
&
�
�
�
�
�
-
.
/
�

0
�
1
�
�
2
�
3
4
5
6
7
8
&
�
9

:
	
;
<
=
!
�
�
>
�
?
@
A
 
B
�

=
2
�
C
D
'
E
'
�
F
�
�
G
H
�
#

9
A
I
@
J
7
K
!
E
'
�
(

L
�
M
N
L
N
�
O
P
Q
�
R
S
M
�

C
T
U
&
'
�
(
V
W
X
N
Y
Z
�
[
\

]
W
^
_
�
�
P
Q
�
R
S
M
`
�
a
b

c
d
*
&
-
�
e
�
f
0
g
	
h
i
<
 

�
=
!
>
j
=
k
�
l
 
=
!
F
�
m
'

K
!
E
'
�
(
n
o
4
�
p
N
�
�
q
r

�
�
�
s
V
(
t
u
Z
@
_
�
v
�
�
�

�
d


=
w
7
�
	
�
x
y
�
=
�
k
@

z
3
i
<
K
H
�
&
2
{
j
[
\
^
_
�

|
}
�
~
�
�
H
E
'
�
(

f
�
�
�


�
�
�
W
h

�
�

�
�

����
��������	
��
�

� � 
������

� � 	��	�� ����

� 
����� ����

� 
����� ����

 !" 
���# !��$�

� �%&'�(

)*+,-./012&3456

789:;<=9:>?@AB5C

D.1EFG3HI�JKHILM

N8O1CPQRAB5CD.1E

��������	�
��
���

�������	
�

SHTUV��	�W X

�Y�Z��#��W X

[\ Z]����^ _



�
�

�
�

�
�
�

２
月
号
の
広
報
、
も
う
す
ぐ
１
年
生
の

記
事
中
、
米
谷
隼
く
ん
の
ふ
り
が
な
は

｢

よ
ね
や
じ
ゅ
ん｣

、
新
井
田
大
樹
く
ん
は

正
し
く
は｢

新
井
田
大
輝｣

く
ん
で
し
た
。

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
訂
正
い
た
し
ま
す
。

●内閣府では､ 将来を担う国際感覚豊かな青年を育成するため､ 様々な国際交流事業
を実施しています｡
●現在､ 平成22年度の ｢国際青年育成交流｣ ｢日本・中国青年親善交流｣ ｢日本・韓国
青年親善交流｣ ｢青年社会活動コアリーダー育成プログラム｣ ｢世界青年の船｣ ｢東
南アジア青年の船｣ 事業の参加青年を募集しています｡ 申込締切は３月19日 (金)
となっています｡
������F

内閣府政策統括官 (共生社会政策担当) 付国際第１担当
℡03－3581－1181 (http://www.cao.jp/koryu/)
または､ 青森県環境生活部青少年・男女共同参画課 ℡017－734－9226
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自動車税の納税通知書は､ 原則として自動車検査証に記載されている住所に送られ
ます｡ 引っ越し等で住所が変わった時には､ 運輸支局等において住所の変更登録の手
続きが必要となります｡ すぐに変更登録ができない場合は､ 地域県民局県税部に連絡
すると､ 納税通知書を新しい住所に送ることができます｡ また､ 県税インフォメーショ
ン《http://www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/top.html》の中の ｢自動車税住所変更
届｣ からも､ 自動車税の住所変更の届出をすることができます｡ 事務処理の都合上､
４月上旬までに連絡して下さい｡
詳しくは､ 東青地域県民局県税部 (課税第三課 電話017－734－9974) までお問い
合わせください｡
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交通安全視聴覚教材 (ビデオ､ DVD) を無料で貸出してい
ます｡ 学校や職場､ 地域での交通安全教室などにご利用くだ
さい｡
G H F 〒030－8570

青森市長島１丁目１－１ (県庁舎北棟７階)
青森県 環境生活部 県民生活文化課

交通・地域安全グループ
TEL (直通) ０１７－７３４－９２３２

GH�I ★直接来庁し､ 借用申込みする教材はその場でお
渡しします｡
★電話等で借用申込みする
→教材は宅配便でお送りいたします｡
→宅配料金は着払いで､ 申込者の負担となります｡
教材を返却する場合の宅配料金等についても､
申込者の負担となります｡


